
令和４年度 社会福祉法人未来 本部事業報告書 

 

１ 総括 

   令和４年度も新型コロナウィルス感染症への対応に追われた年となった。感染の拡大に伴い複

数の通所事業所で一時的に利用者の受け入れを停止したほか、利用者、職員の感染者、体調不良

者のみでなく、その家族の場合についての利用者や関係機関への情報提供に追われることが多く、

通常業務に支障をきたす事態も見られた。特にグループホームでは感染拡大時の隔離スペース、

支援体制、医療の確保等が困難なことが大きな課題として顕在化した。また、その他車両事故や

誤薬等の事故についても、昨年度比で減少はみられ、大きな事故には至らなかったものの、完全

に防ぐことができなかった。 

また、各事業については、事業内容や収支状況に関して概ね安定した経営ができたとともに、

夢風船の土地建物の自己所有化もあり経営基盤の強化が図られた。中核職員の育成にも成果が見

られる一方で、現場職員の人員不足は慢性化しており、市内関係機関と連携し、就職面接会など

の人材確保に取り組んではいるが、人手不足の解消には至っていない。現場職員の負担軽減、事

業の充実、また将来の新規事業開設を控え人材確保及び育成は重要課題の一つである。 

 

２ 重点課題・目標 

 １）事業 

（１）新型コロナウィルス感染症防止対策の徹底 

① 行政等の通知文の各事業所への周知徹底 

② 利用者・職員及び来訪者の検温、消毒等の徹底 

③ 建物内及び送迎車両等の衛生管理の徹底 

④ その他必要な感染防止対策の実施 

  【成果と課題】 

行政等の通知を基に日常生活における感染症防止対策の周知徹底を図った。また、小平市に

相談のうえ、夢の樹みどりの嘱託医の協力を得て、利用者及び職員等の希望者にワクチン接種

を実施した（３回目ワクチン３月末及び４月１３２名、４回目ワクチン９月１２０名）。しか

し、感染者が複数となった事業所もあり、８月に夢風船、９月と１月にワークセンター夢の樹、

１月に夢の樹みどりが、数日利用者の通所を停止した。 

 

（２）その他のリスク管理の徹底 

① 安全運転管理の徹底（送迎時等の安全運転及び事故防止の徹底） 

・安全運転講習の実施 

・ドライブレコーダーの全車配備 

・定期的な安全運転チラシの配布 

  【成果と課題】 

入職後２回以上の事故を起こした職員及び入職後３年未満で事故を起こした職員を対象に、

８月に安全運転講習会を実施し、毎月、安全運転の為の情報紙を職員へ配布した。各事業所で



運転手の疲労や体調不良等の確認を行うとともに、道路交通法の改正に伴い、４月より目視に

よるアルコールチェックを開始した（２月から安全運転管理者の選任事業所では一部職員に試

験的に検知器を使用）。事故件数は１２件で、前年度比で５件減少したが、人身事故が１件、

車両への追突が１件あった。軽い接触で怪我人は出なかったものの大きな事故につながる危険

性があったため、全事業所へ事故の原因及び防止策について周知を行った。なお、残りの１０

件は軽微な事故であった。 

 

≪事故件数≫ 

１）発生件数 １２件 （前年度１７件） 

内訳 自損事故     ９件 （３年度１１件） 

人身事故     １件 （３年度 ０件） 

相手車両への衝突 １件 （３年度 ３件） 

   相手からの衝突  １件 （３年度 ３件） 

 

     ２）事故を起こした際の職員状況等 

内訳 入職後１年未満の事故        １２件中４件 

   入職後２回以上事故を起こしている  １２件中４件  

    

② 利用者支援における事故防止の徹底 

     【成果と課題】 

２件の事故が発生した（３年度は４件）。８月に、みらいホームで入居者が室内で転

倒し顔を怪我（打ち身）する事故が発生した。事故後すぐにユニット責任者及び施設長

へ報告されず、怪我の処置や通院等が遅れた。再発防止策及び事故発生時の対応につい

てグループホーム内で共有した。また、１月に、さかえホームで、入居者の服薬時間を

間違える誤薬事故が発生した。服用時は複数の職員で確認するというマニュアルが順守

されていなかったことが事故を防止できなかった要因の一つであった。この２件の事故

については、事故の要因及び対応の不備等について法人全体で共有のうえ再発防止につ

いて周知を行った。 

  

 １）発生件数 ２件 （３年度 ４件） 

    内訳 誤薬  １件（３年度 ４件） 

       怪我  １件（３年度 ０件） 

 

③ 食品管理に伴う事故防止の徹底 

     【成果と課題】 

７月に、みくまで弁当の唐揚げの加熱不足が１件発生した。健康被害等の報告はなか

ったが、事業所内で加熱不足が発覚した後の対応が遅れたことは大きな反省点であった。

再発防止策及び事故発生時の対応について共有した。 

 



 １）発生件数 １件 （３年度 １件） 

    内容  弁当加熱不足 １件  （３年度 弁当髪の毛混入 １件） 

 

④ 法制度に基づいた労務管理の徹底 

     【成果と課題】 

  労働基準法等を社会労務士に相談しながら、法律を遵守し管理を行った。 

 

⑤ 新型コロナウィルス以外の感染症防止対策の徹底 

     【成果と課題】 

       新型コロナウィルス以外の感染症では、１月にインフルエンザウィルスに罹患した利

用者が１名いたが、他の利用者及び職員へ感染することはなかった。１２月に夢の樹み

どりの嘱託医の協力を得て、利用者及び職員等の希望者２３０名にインフルエンザワク

チン接種を実施した。 

 

（３）法人後見業務の取り組み 

  【成果と課題】 

６月に、初めて法人単独で法人後見業務を受任した。また、法人後見センターＮＰＯ法人生

活応援あらかるとと共同で行っていた１名の法人後見業務を９月に法人単独で受任した他、同

法人から２月に１名の法人後見業務が移され、令和４年度末現在で受任案件は３件となった。 

 

（４）各事業所の職員数確保及び職員定着率の向上 

   【成果と課題】 

    総括に記載の通り、慢性的な人手不足の状態が続いた。離職者数も昨年度比で増加し、採用

の促進と共に定着率の向上が課題である。 

 

①直接雇用 

・採用人数  ３０名（３年度 ２２名） 

・採用媒体  人材紹介３名、派遣契約満了後採用７名、知人紹介７名、求人広告１１名、 

       就職合同面接会２名 

・離職人数  ２０名（３年度１６名）：内今年度採用２名   

・今年度採用者の定着率 ９３％（３年度１００％） 

・求人活動に要した費用 ７，７４３，９１０円（３年度 ５，６３２，０４８円） 

・採用者一人に要した費用 ２５８，１３０円（３年度  ２５６，００３円） 

 

②派遣社員 

・採用人数 ２７名：内７名継続中、７名契約満了後直接雇用、１３名契約満了により派遣

終了 

 

 



 

（５）地域生活支援拠点事業への取り組み 

【成果と課題】 

    地域生活支援拠点事業整備のための自立支援協議会及びワーキングに参画し、緊急時の受け

入れ対応や関係機関との連携・情報共有について報告書をまとめた。地域生活支援等拠点事業

の協定を締結している小平市、東村村山市ともに対象となるケースの発生はなかった。 

 

（６）新規生活介護事業開設に向けた検討 

【成果と課題】 

（７）に記載のグループホームと併設の計画で候補物件の購入について不動産会社と打ち合

わせを進めている。建物用途変更の可否について調査を実施し、可能であれば令和７年度中に

購入する方向で準備を進める予定である。 

    

（７）新規グループホーム開設に向けた検討（令和７年度以降） 

  【成果と課題】 

    入居希望者の家族と面談を実施し、グループホームでの生活事例の紹介等を行った。まだ開

設までに時間を要すことから、今後も継続的に面談等を実施し、法人内のグループホーム見学

会や希望聴取により生活イメージを共有していく予定である。 

 

（８）地域貢献事業の取り組み 

【成果と課題】 

余暇支援活動、地域の清掃活動、実習生の受け入れ等を実施した。 

 

２）人材育成 

（１）本部事務能力向上及び施設長による法人業務の分業による経営業務の円滑化 

【成果と課題】 

労務管理事務及び法人の経営業務に関する年間スケジュールに基づき概ね計画的に業務を

行った。課題であった業務の正確性と判断力の向上については、経験とともに徐々にスキルが

向上している。 

 

（２）施設長の育成 

① 事業の現状把握、分析、見直しを行うための能力向上 

② 事業計画書、実績報告書の作成スキル向上 

③ 事業所の業務監督能力向上 

④ 職員育成の手法取得 

【成果と課題】 

    事務面での管理業務については経験と知識の習得により適正に実施できている。ただし、施

設長と現場の意思疎通、利用者支援のスキル、職員の指導、チームワーク形成のためのマネジ

メント、現状分析能力とそれ基づく事業計画の作成等について、まだ不十分な点が見られる。 



 

（３）管理職候補の育成 

① 実践を通して候補者を育成する 

② 理事会の傍聴や経営会議等への参画による知識向上 

③ 学習会及び研修会の実施 

【成果と課題】 

将来の候補者３名（昨年度から１名増）に対し、経営会議への参画、管理業務の実務、法人

内の事業所の実地研修を実施した。実務を通して、徐々に経営管理の知識が習得されている。 

 

３）経営管理 

  （１）報酬改定に対応した各種規程等の整備     

  【成果と課題】 

    令和３年度の報酬改定で報酬の算出方法がスコア方式に変更した就労継続支援Ａ型のみく

まについて、利用者支援に関する外部研修参加、他法人の就労継続支援Ａ型事業所と相互の視

察の実施により、報酬ランクのアップを行った。また、雇用契約者の利用者の就業規則及び賃

金規程を制定し、５年度から施行することで、６年度にさらに報酬ランクがアップされる予定

である。 

 

（２）新規に会計ソフトを導入することに伴う操作方法及び機能の習得 

【成果と課題】 

    令和４年４月より新規に会計ソフトを導入した。施設長及び経理担当者が月次試算及び予算

の操作方法に関する説明会に参加すると共にマニュアルの作成により順調に新規ソフトへ移

行することができた。また、決算処理については、学習会の開催により滞りなく決算を完了す

ることができた。 

 

（３）月次試算分析による経営状況把握及び課題への改善策の立案 

【成果と課題】 

    法人共通の月次分析シート及び積立金の計画表を活用し、各事業所の収支状況、中長期的な

経営状態や積立金の状況の把握に努めた。 

 

（４）人事業務に関する制度および規程等の習得 

【成果と課題】 

    社会労務士に確認しながら労務管理を行い、制度等の知識が習得されてきている。 

 

（５）理事会、評議員会等の開催事務の円滑化 

【成果と課題】 

定款施行細則に従い開催通知を開催日の７日前に通知した。 

 

 



３ その他 

１）理事会 

月１回定期的に開催し、事案に迅速に対応していく。 

【成果と課題】 

審議事項がなかった４月を除き、５月以降は毎月開催し、様々な事案に迅速に対応した。 

 

２）評議員会 

６月の定時評議員会のほか、定款変更など必要に応じて開催する。 

【成果と課題】 

令和４年度は２回開催した。６月の定時評議員会は、令和３年度計算書類等の承認、理事及

び監事の報酬等の額の決定を行った。１月は、基本財産取得に伴う定款変更、役員報酬規程の

改定、成年後見業務に主として携わる理事に対する報酬等に関する規程の制定を行った。 

 

３）広報活動の強化 

機関誌の年２回の発行、ホームページの定期的な更新により、広報及び情報の開示を行なう。 

【成果と課題】 

７月及び２月に機関紙を発行し、利用者及び関係機関等へ各号ともに約１，２５０部を発行

した。また、ホームページへ必要な開示情報を掲載するとともに月に１度の定期更新を漏れな

く行った。 

 

４）賛助会の充実 

法人の活動に対して機関紙の発行時などを中心に広く理解を求め、賛助会を充実させる。 

【成果と課題】 

    ７月及び２月に発行した機関紙に賛助会入会の案内を掲載した。延べ２１３名、実人員１６

２名の入会があり、１，４５９，５００円の会費収入があった（令和３年度：延１９８名、実

１５１名の入会、計１，３７６，０００円の会費収入） 

 

  ５）地域ネットワークの強化 

（１） 権利擁護事業との連携強化 

  【成果と課題】 

法人後見センターＮＰＯ法人生活応援あらかるとと協力、連携を行った。 

 

（２） 防災活動 

【成果と課題】 

各事業所が９月及び３月に自衛消防訓練を実施した。また、災害対策研修を実施し、事業

継続計画及び非常災害対策の読み合わせの他、消火器の取扱い要領に基づき、訓練用消火器

を使用した初期消火訓練を実施した。３月に小平手をつなぐ親の会と共催で防災訓練を実施

し、約９０名が参加した。 

 



（３） 自立支援協議会への参画 

【成果と課題】 

就労・生活支援センターほっと施設長が自立支援協議会に出席し、同会の副会長及び事務

局を務めた。また、地域生活支援拠点事業開始の為のワーキングに、常務理事が副委員長と

して参画し、拠点整備事業の実施に向けて、自立支援協議会へ提出する報告書の作成に携わ

った。 

（４） 小平市地域公益活動推進連絡会への参画 

【成果と課題】 

 代表幹事として連絡会の活動に参画した。新型コロナ感染症の流行により、４年度は幹事

会１回のみの活動となった。 

 

（５） 地域生活支援拠点事業への取り組み 

【成果と課題】 

     １－５）に記載。 

 


